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抄 線
野外におけるスカシバガ類の性フェロモンとその冶
何良性体の共力および阻寄作用
FieldEuidenceorSynergismandlnhybitionin
theSesHdaeSexPheromoneSystem.M.G.
K▲R▲ND10NS,J.H.TuMLINSoNandT.D.EICltLIN:
I.Chcm.EcoL.,3,57(1977).
スカシバガの仲間の性フェロモンとしては今までに
E,Z-3,13-0ctadecadien-1-Olacetate (E,Z-3,13-
ODDA)が Synanthedon〆cLipes(lesserpeachtree
borer)より,またZ,Z-3,13-ODDAがSannt'noidea
exih'osa(peachtreeborer)からTumlinsonらによ
り同定されている.そこで E,Z:Z,Z:Z,E-(3,13-
ODDA)の矧可異性体3種を組合せて,Wisconsin
州のサクランボ図においてスカシバガ類のトラップ試
験をおこなった.
結果
124
1) Z,E只性体はiti独ではスカシバガ類をトラップ
できない.
2) S.〆ctJ'PCSでは Z,E果性体にta力作川がある.
3)S.scfLulaおよび S.exl'Eiosaは Z,Z期性体
に誘引されろ.
4) Z,Z共性体の E,Z異性体への添加はその
S.〆ch'PCSに対する誘引性を例 えば添加Ltが
0.5,% 以下でも完全に阻害する.
5) E,Z異性体の Z,Z異性体への添加はその
S.scL'tulaに対する誘引性を阻害する.
6)S.faLiferaが Z,Z異性体に,S.vibur〃t'が
E,Z+Z,Z 只性休混合物 (10:1)にそれぞれ
1例ずつ誘引された.
7) S.pictibesではフェロモン沿(E,Zグ珪性体)よ
り約 6mW.jれた4隅で Z,Z果性体を端数させ
た場合その誘引力が85%減少した.(山岡宛平)
